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　［加圧器安全弁仕様］
　　吹出圧力設定値：約１７ＭＰａ
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【温度変化状況】
52℃→　約90℃前後で推移

加圧器逃がしタンク

A Ｂ

加圧器安全弁

温度計

温度計※

加圧器逃がし弁

温度計

漏えい

変色箇所

変色箇所

シート面
（約２mm）

ステライト鋼

ステンレス鋼
（シート面はｽﾃﾗｲﾄ鋼盛り）

弁体

弁座

加圧器安全弁(取り付け状態)の
イメージ図

加圧器
サポート

弁箱

発生場所

フランジボルトを取り外
した際、配管側フランジ
が下方向に２２ｍｍ程
度移動
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対　策

○出口配管フランジ接続部を加圧器本体から
　のサポートにより固定し、当該弁に働く外力を
　低減する。

○異物管理の徹底の観点から、使用工具の清掃等
　について作業手順書に反映する。

対策イメージ図

運転時高温となり、加圧器の熱伸びによる弁
座シート面のひずみにより、シート密封性が
低下し、シート漏えい発生。

推定メカニズム

弁組立時又は機能検査時にシート面に異
物が付着
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